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本研究の目的は、「バウンダリーズ」の理論を保育（育児）実践に適用させ、子どもたちが、他者と共
に生きる中で自制や責任感ある行動・態度を身につけるための保育の有効的方法を探ることである。「バ
ウンダリーズ」理論は、米国の臨床心理学者である Henry Cloudと John Townsend（1992)が提唱した概
念である。自己の責任範囲を明確にし、それを自覚することによる建設的人間関係作りを提案している。 
 以下のステップ・方法によって研究を進める。①「バウンダリーズ」の原則を評価・整理し、保育・
育児場面への適用の仕方を探る。② 有効的方法のモデル案を作成する。保育者研修・ワークショップ
等を実施し、受講後の変化を調査・実践上の有効性を検証する。③ テキスト化する。 
 2016年度は、「バウンダリーズ」の原則を評価・整理するために文献研究を中心に行った。また「子
育てワークショップ」の方法を学生に紹介し（研究協力者）、フィードバックから考察する。 
文献研究―「バウンダリーズ」原則の評価と考察 
○「バウンダリーズ」の原則を抽出して、保育・育児場面に適応させることを試みた。保育者（養育者）
が子どもの生活に境界線を組み込むこと＝大人が権威をもって介入すること、コントロールしきれない
自分の感情や行動を自制するために枠組みを与えることが効果的であるとの仮説に至った。 
○「バウンダリーズ」理論との比較検討をするために他理論に関する文献調査を行った。 
・ヴィゴツキーの理論「獲得される刺激に対して無意識的に反応することから、他者の言葉や助けによ
って行動がコントロールされる他律的段階から自分自身への言葉や身についた態度（習慣）が自分の行
動をコントロールできるようになる自律的段階へと移行する。」との共通性が確認された。 
・応答性と統制を中心的な軸とした保育者・養育者の関わり方の違いに着目した研究（中道圭人等）の
リビューを行った。子どもの自律の発達を促す関わり方として「温かく受容的、子どもの意思を尊重し
十分なコミュニケーションを図っている。一方すべき役割や課題は責任をもって成し遂げることなどを
要求している。成熟に向けての要求や必要な統制を妥協せずに行っている」という特徴が見られた。 
・「社会的知性である『第二の自我』を育むための枠組みを大人が能動的に示す」という考え（加藤繁
美）、「Love & Limits ：Guidance Tools for Creative Parenting（Elizabeth Crary）」からも「バウ
ンダリーズ」原理が見出された。 
・NPO法人教育政策ラボラトリ」による子育てワークショップは、子どもが適切な社会スキルを身につ
けるために大人が主導権を取るアプローチであり、「コモンセンス・ペアレンティング」の方法、「モチ
ベーションサイクル」等の手法が用いられ、「バウンダリーズ」の原則と共通する部分がある。 
「大人から何を期待されているかが自覚でき、行動の結果が承認されること、そこから意欲や自発性が
引き出される具体的な方法（スモールステップ）は効果的であると理解した」等の反応が学生からあっ
た。 
今後の課題と取り組み 
 「他律から自律に向けての効果的手段」を軸にして、保育や育児の場面に適応できる方法のモデル案
を作成・精査する。それらを用いて保育者研修を実施する。実施後のアンケートや実践場面での調査か
ら方法論の妥当性を検証したい。 
本研究の成果の発表としては、2017年に聖隷クリストファー大学社会福祉学部紀要、芦屋学園短期
大学学内紀要への寄稿を予定している。 
